
トップニュース

■■  区長提出議案16件と議員提出議案2件を可決
○令和４年度新宿区一般会計補正予算（第３号）
 ・新型コロナウイルス感染症の予防接種の増額（4 回目接種の実施） 

 ・物価高騰等への緊急対応として、子育て世帯の生活支援のため特別給付金を支給

 ・物価高騰等への緊急対応として、食材料費高騰に伴う学校給食等の支援を実施

○令和４年度新宿区一般会計補正予算（第４号）
 ・歌舞伎町地区における区のパトロールの体制を強化

 ・歌舞伎町地区で安全・安心なまちづくりを目的とした活動をしている特定非営利活動法人への支援

 ・物価高騰等への緊急対応として、区内中小企業者を支援（融資資金の貸付等）

 ・旧都立市ヶ谷商業高等学校の跡地等活用に伴う牛込第一中学校建設設計等委託

○令和４年度新宿区一般会計補正予算（第５号）
 ・消費拡大とキャッシュレス決済の推進を図るための商品券事業のプレミアム率を拡充

 ・介護及び障害福祉サービス等事業所の職員を対象とした PCR 検査業務委託

関連記事 ２面

26 億 3,836 万 1 千円　　　
21 億 9,906 万 2 千円　　　

2 億 6,620 万円　　　

1 億 6,488 万 3 千円　など

 6 億 180 万 9 千円　　　
9,574 万 4 千円　　　

150 万円　　　

 3 億 4,181 万 9 千円　　　

 4,322 万円　など

9,953 万 9 千円　　　
5,137 万 5 千円　　　

 4,771 万 9 千円　など

議　案第 2 回定例会で可決した主な

　意
見
書
の
全
文
は
、区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

海
上
ル
ー
ト
の
活
用
等
羽
田「
新
ル
ー
ト
」が

固
定
化
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
国
に
求
め
る
意
見
書

　令
和
２
年
３
月
29
日
か
ら
羽
田
空
港
の
飛
行
機
の
発
着
に
「
新

ル
ー
ト
」の
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
騒
音
に
対
す
る
要
望
や

苦
情
に
加
え
て
、
令
和
４
年
２
月
11
日
に
は
航
空
機
か
ら
の
部
品

欠
落
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。「
新
ル
ー
ト
」
の
経
路
下
と
な
っ
て
い

る
新
宿
区
民
の
不
安
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　よ
っ
て
、
今
後
の
航
空
技
術
の
進
展
に
よ
る
新
た
な
取
組
み
や

地
方
空
港
の
更
な
る
活
用
等
に
よ
る
飛
行
経
路
の
分
散
化
、
海
上

ル
ー
ト
の
活
用
等
、「
新
ル
ー
ト
」
の
固
定
化
回
避
の
検
討
を
積
極

的
に
行
い
、
現
在
の
「
新
ル
ー
ト
」
が
固
定
化
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、国
会
及
び
政
府
に
強
く
求
め
ま
し
た
。

環
境
教
育
の
推
進
及
び
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

（※1）

達
成
に
向
け
た
学
校
施
設
の
ZEB
　

（※２）
化
の

さ
ら
な
る
推
進
を
求
め
る
意
見
書

　環
境
に
配
慮
し
た
学
校
施
設
の
整
備
や
整
備

し
た
学
校
施
設
を
活
用
し
た
環
境
教
育
が
全
国

で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
達
成
及
び
環
境
教
育
の
推
進
を
行
う
た

め
に
は
、
さ
ら
に
加
速
し
て
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。よ
っ
て
、「
技
術
面
に
関
し
て

は
、
学
校
施
設
に
関
す
る
ZEB
化
の
新
た
な
技
術
の

開
発
や
周
知
等
を
行
う
こ
と
。財
政
面
に
関
し
て

は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成
及
び
環
境

教
育
の
充
実
に
向
け
て
、
多
く
の
学
校
が
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
校
施
設
整
備
に
対
す

る
事
業
予
算
額
を
増
額
す
る
こ
と
。」
を
国
会
及

び
政
府
に
強
く
求
め
ま
し
た
。

意
見
書
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ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
臨
界
前
核
実
験

実
施
に
対
す
る
要
請
文
を
送
付

　新
宿
区
議
会
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
実
施
し
た
臨
界
前

核
実
験
に
対
し
て
、
４
月
13
日
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領

に
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
今
後
一
切
の
核
実
験
を
行
わ
ず
、

核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て
の
先
導
的
役
割
を
果
た
す
よ
う
、
強

く
要
請
し
ま
し
た
。

※１　カーボンニュートラル：温室効果ガスの排出量
　　と吸収量を均衡させること。
※２　ZEB（ゼブ）：Net Zero Energy Building の略称。
　　快適な室内環境を実現しながら建物で消費する年
　　間の一次エネルギーの収支をゼロにすることを目
　　指した建物のこと。

●委員会の動き ……………… 8 面

●請願・陳情の審議結果 …… 8 面

●区政のここを問う！
　定例会での代表・一般質問 … 3～5 面

●令和３年度　議長交際費 … 7 面

●令和３年度　政務活動費 … 6 面

●第２回定例会
　議案の概要と審議結果 …… 2 面

6月4日～6月12日
新宿子育てメッセ

4月11日～4月30日
稲荷鬼王神社でのさくら草展示

5月30日
ごみゼロデー「新宿区一斉道路美化清掃」
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議案の概要と審議結果  （賛成…○、反対…×）
○令和４年第２回定例会(6月9日～6月20日）

会派略称 自　民＝自由民主党新宿区議会議員団
共　産＝日本共産党新宿区議会議員団
新宿会＝新宿未来の会
スタ新＝スタートアップ新宿

公　明＝新宿区議会公明党
民無ク＝立憲民主党・無所属クラブ
社　民＝社民新宿区議会議員団

議　案　名 概　　　要 自民 公明 共産 民無ク 新宿会 社民 スタ新 議決結果

区　

長　

提　

出　

議　

案　
（
16
件
）

予
算
（
3
件
）

令和 4年度新宿区一般会計補正予算
（第 3号）

補正予算額：26億3,836万1千円、補正後予算額：1,698億1,093
万 3千円
補正の理由：新型コロナウイルス感染症の予防接種に要する経
費の増額（４回目接種の実施）、物価高騰等への緊急対応として、
①子育て世帯の生活支援のための特別給付金支給に要する経
費、②食材料費高騰に伴う学校給食等の支援を実施するため
の経費　等を計上

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和 4年度新宿区一般会計補正予算
（第 4号）

補正予算額：6億180万9千円、補正後予算額：1,704億 1,274
万2千円
補正の理由：歌舞伎町地区における区のパトロールの体制を強
化して実施するための経費、旧都立市ヶ谷商業高等学校の跡
地等活用に要する経費、物価高騰等への緊急対応として、①区
内中小企業者を支援するための融資資金の貸付等に要する経
費の増額、②住居確保給付金及び生活困窮者自立支援金の増
額　等を計上

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和 4年度新宿区一般会計補正予算
（第 5号）

補正予算額：9,953万 9千円、補正後予算額：1,705億 1,228
万1千円
補正の理由：消費拡大とキャッシュレス決済の推進を図るため
の商品券事業のプレミアム率の拡充に要する経費、介護等従事
職員及び特別支援学校の職員等への新型コロナウイルス感染
症検査業務委託に要する経費　等を計上

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

条
例
の
改
正
（
7
件
）

新宿区職員の特殊勤務手当に関する条
例の一部を改正する条例

児童相談所等現業手当のうち家庭訪問等の業務に従事したと
きに支給する手当の限度額を引き上げる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿区特別区税条例等の一部を改正す
る条例

「地方税法」の改正に伴い、所要の改正を行う。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿区墓地等の構造設備及び管理の
基準等に関する条例の一部を改正する
条例

「宗教法人法」の改正に伴い、引用条項を改める。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿区環境土木・都市計画事務手数
料条例の一部を改正する条例

「長期優良住宅の普及の促進に関する法律」の改正に伴い、所
要の改正を行う。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿区地区計画の区域内における建築
物の制限に関する条例の一部を改正す
る条例

神宮外苑地区地区計画の都市計画変更決定に伴い、当該区域
内における建築物について、制限事項を定める。

○ ○ × ○ ○ × ○ 可決

新宿区幼稚園教育職員の給与に関する
条例の一部を改正する条例

幼稚園の管理下において非常災害時等の緊急業務に従事した
ときに支給する教員特殊業務手当の限度額を引き上げる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿区議会議員及び新宿区長の選挙
における選挙運動の公費負担に関する
条例の一部を改正する条例

「公職選挙法施行令」の改正に合わせ、選挙運動用自動車の
使用並びに選挙運動用ビラ及び選挙運動用ポスターの作成に
係る公費負担の限度額を引き上げる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

そ
の
他
（
6
件
）

新宿区牛込保健センター等複合施設建
設電気設備工事請負契約

牛込保健センター等複合施設建設電気設備工事施行のため、
請負契約を締結する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿区牛込保健センター等複合施設建
設機械設備工事請負契約

牛込保健センター等複合施設建設機械設備工事施行のため、
請負契約を締結する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿区立余丁町小学校擁壁等改築工
事請負契約

余丁町小学校擁壁等改築工事施行のため、請負契約を締結す
る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

災害用備蓄物資の買入れについて
災害時における避難所での避難生活者、在宅避難者及び帰宅
困難者用として、災害用備蓄物資を買い入れる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

280メガヘルツ帯戸別受信機の買入れ
について

災害時要援護者等への貸与用として、280メガヘルツ帯戸別受
信機を買い入れる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿区四谷特別出張所等区民施設特
定天井等改修その他工事請負契約の変
更について

四谷特別出張所等区民施設特定天井等改修その他工事請負契
約について、契約金額を変更する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議
員
提
出
議
案（
2
件
）

意
見
書（
2
件
）

海上ルートの活用等羽田「新ルート」
が固定化されることがないよう国に求め
る意見書

1面の「意見書（要旨）」をご覧ください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

環境教育の推進及びカーボンニュートラ
ル達成に向けた学校施設のＺＥＢ化の
さらなる推進を求める意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

区議会ホームページもご覧ください！ 新宿区議会 検 索
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保
育
園
や
学
校
給
食
、
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
へ

の
補
助
、
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
特
別

給
付
金
、
制
度
融
資
な
ど
の
緊
急
対

策
に
加
え
、
指
定
管
理
者
や
区
事
業

の
委
託
業
者
、
事
業
者
向
け
融
資
等

の
対
象
外
の
社
会
福
祉
法
人
や
NPO
法

人
へ
の
支
援
、
子
ど
も
食
堂
へ
の
助

成
の
増
額
、
高
齢
者
・
障
害
者
施
設

の
給
食
に
も
補
助
す
べ
き
。

　
　
　
委
託
事
業
者
、
社
会
福
祉
法

人
、
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
施
設
等

へ
は
、
当
面
現
行
の
予
算
で
弾
力
的

に
対
応
し
、
必
要
に
応
じ
て
補
正
予

算
に
よ
る
物
価
高
騰
対
策
に
的
確
に

取
り
組
む
。
NPO
法
人
へ
の
新
た
な
支

援
策
は
検
討
し
て
い
な
い
が
、
活
用

で
き
る
支
援
を
案
内
。
子
ど
も
食
堂

へ
の
助
成
の
増
額
は
考
え
て
い
な
い
。

性
搾
取
の
な
い
ま
ち
・
新
宿
を

　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
非
正
規
で

働
く
女
性
が
仕
事
と
収
入
を
失
い
、

自
殺
や
DV
等
の
相
談
が
増
え
ジ
ェ
ン

ダ
ー
格
差
が
顕
在
化
し
て
い
る
。
議

員
立
法
で
「
困
難
な
問
題
を
抱
え
る

女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律
」
が

成
立
、
2024
年
４
月
に
施
行
す
る
。

①
困
難
を
抱
え
る
女
性
に
届
く
よ
う

新
法
の
内
容
を
広
く
周
知
し
、
相
談

窓
口
が
区
役
所
に
あ
る
こ
と
を
知
ら

せ
る
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
を
歌
舞
伎

町
を
は
じ
め
と
す
る
区
内
繁
華
街
へ

貼
り
出
し
、
配
布
を
。
②
新
法
は
民

間
支
援
団
体
と
の「
協
働
」を
う
た
っ

て
い
る
。
若
者
や
女
性
向
け
相
談
所

を
歌
舞
伎
町
内
に
設
置
し
、
支
援
団

体
に
運
営
を
お
願
い
し
て
は
い
か
が

か
。
居
所
を
持
た
な
い
若
者
や
女
性

を
一
時
保
護
す
る
シ
ェ
ル
タ
ー
を
区

が
持
ち
、
パ
ト
ロ
ー
ル
か
ら
支
援
に

繋
げ
る
べ
き
。
③
区
と
し
て
性
搾
取

を
許
さ
な
い
姿
勢
の
ア
ピ
ー
ル
を
。

　
　
　
①
新
法
の
周
知
は
施
行
に
伴

う
国
の
動
き
を
注
視
し
検
討
。
繁
華

街
へ
の
ポ
ス
タ
ー
貼
り
出
し
、
チ
ラ

シ
配
布
は
あ
ま
り
効
果
が
期
待
で
き

な
い
。
民
間
支
援
団
体
が
粘
り
強
く

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
す
る
こ
と
に
よ

り
区
の
相
談
窓
口
に
繋
が
っ
て
お
り
、

連
携
を
強
化
。
②
令
和
３
年
度
か
ら

都
が
「
東
京
都
若
年
被
害
女
性
等
支

援
事
業
」
で
民
間
支
援
団
体
に
委
託

し
相
談
所
を
設
置
。
シ
ェ
ル
タ
ー
で

一
時
保
護
も
行
っ
て
い
る
。
区
の
相

談
窓
口
へ
よ
り
円
滑
に
繋
が
り
支
援

も
連
携
。
区
独
自
で
相
談
所
や
シ
ェ

物
価
高
騰
に
更
な
る
緊
急
対
策
を

日
本
共
産
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

高
月　

ま
な

　
　
　
①
暫
定
利
用
と
し
て
旧
戸
山

中
学
校
跡
地
に
中
央
図
書
館
が
開
設

さ
れ
10
年
が
経
過
。
新
施
設
の
建
設

に
先
立
ち
電
子
書
籍
の
対
応
な
ど
ソ

フ
ト
部
分
の
推
進
が
大
切
。
教
育
委

新
中
央
図
書
館
の
今
後
と

近
隣
区
と
連
携
し
た
施
策
に
つ
い
て

新
宿
未
来
の
会

の
づ　

ケ
ン

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
設
置
し
た

「
運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
に
関
す

る
検
討
会
議
」
で
は
、
少
子
化
の

進
展
に
よ
る
生
徒
数
や
教
員
数
の

大
幅
減
と
運
動
部
指
導
に
従
事
す

る
教
師
の
負
担
増
が
指
摘
さ
れ
、

改
革
の
方
向
性
と
し
て
、「
休
日
の

運
動
部
活
動
か
ら
段
階
的
に
地
域

移
行
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
す

べ
き
」
と
の
考
え
が
示
さ
れ
た
。

休
日
の
運
動
部
活
動
の
段
階
的
な

地
域
移
行
は
、
令
和
５
年
度
に
開

始
し
、
概
ね
達
成
の
目
標
時
期
を

令
和
７
年
度
末
を
目
途
と
し
て
い

る
。
運
動
部
活
動
改
革
に
つ
い
て
、

教
育
委
員
会
は
今
後
ど
の
よ
う
な

展
望
を
お
持
ち
か
。

　
　
　
令
和
元
年
度
か
ら
部
活
動
指

導
員
を
配
置
し
、
部
活
動
の
質
的
向

上
を
図
る
と
と
も
に
教
員
の
働
き
方

改
革
を
推
進
し
て
き
た
。
こ
の
間
、

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
団
体
、
企

業
等
に
も
協
力
を
得
な
が
ら
部
活
動

指
導
員
の
確
保
に
努
め
て
き
た
が
、

「
応
募
者
の
専
門
種
目
・
活
動
可
能

時
間
な
ど
が
学
校
の
要
望
に
合
わ
な

い
」
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。
こ
れ
ら

の
課
題
を
解
決
す
る
と
と
も
に
、
よ

り
安
定
的
・
継
続
的
か
つ
質
の
高
い

部
活
動
指
導
員
の
確
保
が
可
能
に
な

る
よ
う
民
間
提
案
制
度
も
活
用
し
、

令
和
５
年
度
か
ら
の
部
活
動
の
支
援

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　
　
　
区
の
特
別
区
民
税
の
ふ
る
さ

と
納
税
に
よ
る
減
収
額
は
令
和
２
年

度
で
約
23
億
円
、
累
計
額
で
は
約

83
億
円
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
区

公
立
中
学
校
に
お
け
る
運
動
部
活
動
の
今
後
の
展
望

自
由
民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

永
原 

た
か
や
す

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

員
会
の
見
解
は
。
②
近
隣
区
境
で
は

そ
れ
ぞ
れ
の
区
民
が
同
じ
生
活
圏
を

共
有
す
る
。
近
隣
区
と
共
同
で
施
策

を
考
え
る
こ
と
は
区
民
サ
ー
ビ
ス
満

足
度
向
上
に
結
び
付
く
。
近
隣
区
と

綿
密
な
連
携
が
必
要
。
区
の
見
解
は
。

　
　
　
①
ソ
フ
ト
部
分
は
先
行
的
に

取
り
組
む
課
題
と
認
識
。
電
子
書
籍

は
、
他
区
の
状
況
を
調
査
し
導
入
を

検
討
。
電
子
化
さ
れ
て
い
る
資
料
の

収
集
・
保
存
を
進
め
文
化
施
設
と
の

更
な
る
効
果
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作

り
も
研
究
。
②
連
携
に
よ
り
施
策
の

効
果
が
一
層
上
が
る
と
認
識
。
今
後

も
近
隣
区
と
連
携
し
区
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
つ
な
が
る
取
組
み
を
進
め
る
。

悪質スカウトに厳しい対処を

　
　
　
３
回
目
の
接
種
は
遅
れ
気
味

で
、
年
齢
が
下
が
る
に
つ
れ
、
接
種

率
も
低
下
す
る
傾
向
と
な
っ
て
い

る
。
現
在
ま
で
の
３
回
目
の
接
種
率

に
つ
い
て
区
の
所
見
は
。

　
　
　
高
齢
者
へ
の
接
種
率
は
３
月

末
に
80
％
台
に
到
達
し
、
重
症
化
し

や
す
い
高
齢
者
の
感
染
を
減
少
さ
せ

た
。
区
は
20
～
30
代
の
人
口
割
合
が

高
い
た
め
、
今
後
も
若
い
世
代
へ
の

積
極
的
な
接
種
勧
奨
が
必
要
で
あ
る
。

DV
や
児
童
虐
待
へ
の
対
策
強
化

　
　
　
外
出
自
粛
の
要
請
な
ど
に
よ

る
生
活
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
原
因
と

す
る
DV
、
児
童
虐
待
の
深
刻
化
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
対

面
で
の
相
談
や
支
援
が
難
し
い
ケ
ー

ス
も
あ
る
と
思
う
が
、
相
談
に
オ
ン

ラ
イ
ン
を
導
入
す
る
等
状
況
に
即
し

た
対
応
に
つ
い
て
、
区
の
見
解
は
。

　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
面
談
や

家
庭
訪
問
に
抵
抗
感
を
示
す
方
も
い

る
が
、
対
面
す
る
こ
と
で
詳
細
に
生

活
状
況
を
理
解
で
き
、
支
援
に
繋
げ

ら
れ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た

取
組
み
は
、
有
効
な
面
も
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
今
後
、
先
行
自
治
体

の
状
況
も
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
に
つ
い
て

立
憲
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

小
野 

裕
次
郎

質
問

質
問

答
弁

若者への接種勧奨を

部活動改革は教員の負担減と部活動指導員の活用などを軸に

ル
タ
ー
を
持
つ
考
え
は
な
い
。
③
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
を
行
う
NPO
団
体
へ

の
助
成
等
を
通
じ
て
、
犯
罪
被
害
の

根
絶
と
い
う
区
の
姿
勢
を
ア
ピ
ー
ル
。

神
宮
外
苑
の
再
開
発
の
見
直
し
を

　
　
　
①
日
本
イ
コ
モ
ス
の
、
樹
木

伐
採
は
２
本
の
み
で
施
設
の
建
て
替

え
は
可
能
と
す
る
提
案
を
ど
う
思
う

か
。
②
東
京
都
環
境
影
響
評
価
審
議

会
が
最
終
結
論
を
見
送
っ
た
。
神
宮

外
苑
の
再
開
発
計
画
は
改
め
て
議
論

し
直
す
べ
き
。

　
　
　
①
競
技
の
継
続
性
の
観
点
で

課
題
が
あ
る
。
②
神
宮
外
苑
地
区
の

創
建
時
か
ら
あ
る
既
存
樹
木
の
保

存
・
移
植
に
努
め
、
み
ど
り
の
質
の

向
上
を
図
り
、
み
ど
り
豊
か
な
都
市

環
境
の
保
全
・
強
化
に
向
け
て
、
都

や
事
業
者
に
働
き
か
け
て
い
く
。

答
弁

答
弁

質
問

答
弁
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が
参
議
院
で
審
議
さ
れ
て
い
る
。
同

庁
は
、
内
閣
府
や
厚
生
労
働
省
か
ら

子
ど
も
や
子
育
て
に
関
わ
る
主
な
部

署
を
移
管
し
、
首
相
直
属
の
機
関
と

位
置
づ
け
2023
年
４
月
創
設
を
目
指
す

も
の
。
①
区
は
同
庁
設
置
を
見
据
え
、

切
れ
目
な
い
支
援
を
ど
う
考
え
る
か
。

②
「
新
宿
区
子
ど
も
家
庭
・
若
者
サ

ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
存
在
意

義
が
一
層
重
要
に
な
り
、
子
ど
も
の

貧
困
や
児
童
虐
待
だ
け
で
な
く
、
い

じ
め
や
自
殺
、
就
労
な
ど
、
さ
ら
に

支
援
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
る
。
体
制

強
化
も
含
め
、
区
の
所
見
は
。

　
　
　
①
年
齢
や
制
度
の
壁
を
克
服

し
た
切
れ
目
の
な
い
包
括
的
な
支
援

の
重
要
性
は
認
識
。「
新
宿
区
子
ど
も

家
庭
・
若
者
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
で
、
児
童
虐
待
へ
の
対
応
、
妊

娠
期
か
ら
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
、

子
ど
も
の
心
身
の
発
達
へ
の
支
援
、

不
登
校
や
い
じ
め
へ
の
対
応
な
ど
、

組
織
を
超
え
て
包
括
的
に
対
応
す
る

体
制
を
整
え
て
い
る
。
②
「
こ
ど
も

家
庭
庁
」
設
置
後
も
相
談
員
の
資
質

向
上
を
図
り
、サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
る
関
係
機
関
の
連
携
を
一
層

強
化
。
子
ど
も
の
発
達
や
環
境
に
応

じ
た
支
援
体
制
の
強
化
に
努
め
る
。

医
療
体
制
の
充
実
に
つ
い
て

　
　
　「
し
ん
じ
ゅ
く
平
日
・
土
曜

日
夜
間
子
ど
も
診
療
室
」
は
、
区
議

会
公
明
党
の
要
望
を
受
け
、
国
立
国

際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
で
2016
年
７
月

に
「
平
日
」
夜
間
の
診
療
が
開
始
。

2018
年
４
月
か
ら
「
土
曜
日
」
夜
間
に

も
拡
充
。
我
が
会
派
の
要
望
に
よ
り

2022
年
８
月
７
日
か
ら
「
日
曜
・
祝
日

等
」
の
夜
間
の
診
療
が
決
定
。
子
育

て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
の
た

め
、
今
回
拡
充
す
る
こ
ど
も
診
療
室

の
「
日
曜
・
祝
日
等
」
の
夜
間
診
療

も
時
間
外
選
定
療
養
費
の
費
用
負
担

を
無
し
に
す
べ
き
。
区
の
所
見
は
。

　
　
　
重
症
患
者
を
受
け
入
れ
る
救

急
病
院
に
軽
症
者
が
外
来
受
診
し
た

場
合
な
ど
は
、
時
間
外
選
定
療
養
費

を
支
払
う
こ
と
が
原
則
。
し
ん
じ
ゅ

く
平
日
・
土
曜
日
夜
間
こ
ど
も
診
療

室
は
、
国
の
規
則
等
で
選
定
療
養
費

を
求
め
な
い
こ
と
が
可
能
な
「
救
急

医
療
事
業
に
お
け
る
休
日
夜
間
診
療
」

で
あ
る
た
め
、
現
在
、
時
間
外
選
定

療
養
費
の
負
担
を
求
め
て
い
な
い
。

ま
た
、
こ
の
度
拡
充
す
る
日
曜
日
・

祝
日
等
も
同
様
に
、
時
間
外
選
定
療

養
費
の
負
担
を
求
め
ず
実
施
す
る
。

　
　
　
区
議
会
公
明
党
は
４
月
28
日
、

区
長
と
教
育
長
に
対
し
長
引
く
コ
ロ

ナ
禍
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
よ
る
物

価
高
騰
の
保
護
者
負
担
を
抑
え
る
た

め
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し

学
校
給
食
費
の
値
上
げ
抑
制
と
生
活

に
困
窮
す
る
児
童
生
徒
の
た
め
に
区

立
学
校
ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品
の
設

置
を
緊
急
要
望
。
生
理
用
品
設
置
は
５

月
11
日
の
文
教
子
ど
も
家
庭
委
員
会

で
準
備
が
出
来
次
第
、
開
始
す
る
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。
学
校
給
食
費
の
値
上

げ
抑
制
は
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
対

応
す
べ
き
。
区
の
所
見
は
。

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
の
長
期
化
等
で
調
達
す
る

原
材
料
や
食
料
価
格
が
上
昇
。
献
立

を
工
夫
し
給
食
の
質
の
維
持
に
努
め

て
き
た
が
、
食
材
料
費
等
の
価
格
高

騰
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
。
保

護
者
の
負
担
な
く
安
定
的
に
給
食
を

提
供
す
る
た
め
、
公
費
に
よ
る
補
助

も
必
要
で
あ
る
。
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
有
効
に
活
用
し
、
学
校
給
食

へ
の
公
費
補
助
を
７
月
か
ら
進
め
る
。

子
ど
も
た
ち
を
育
む
機
会
の
　

　
　
確
保
と
そ
の
拡
充
に
つ
い
て

　
　
　「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
設
置
法
案

原
油
高
・
物
価
高
を
踏
ま
え
た
支
援
の
強
化

新
宿
区
議
会
公
明
党

野
も
と 

あ
き
と
し

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

で
は
、
令
和
３
年
度
よ
り
「
ふ
る
さ

と
新
宿
区
わ
が
ま
ち
応
援
寄
附
金
」

を
創
設
し
、
寄
附
金
の
受
け
入
れ
を

開
始
し
て
い
る
。
①
こ
の
制
度
の
内

容
と
実
績
は
。
②
区
で
も
返
礼
品
を

設
定
し
、
地
場
産
業
の
販
路
開
拓
を

考
え
て
み
て
は
い
か
が
か
。

　
　
　
①
区
内
に
主
た
る
事
業
所
が

あ
り
公
益
的
活
動
を
行
っ
て
い
る
団

体
を
対
象
に
、
寄
附
者
が
応
援
し
た

い
団
体
を
指
定
し
て
寄
附
す
る
制

度
。
令
和
３
年
度
の
ふ
る
さ
と
新
宿

区
わ
が
ま
ち
応
援
寄
附
金
分
は
152

件
、
１
億
2,571
万
9,943
円
。
②
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
た
区
内
産
業
の
支
援
策
と

し
て
も
返
礼
品
の
導
入
を
検
討
。
新

宿
な
ら
で
は
の
地
場
産
業
や
サ
ー
ビ

ス
が
多
く
あ
り
、
商
品
を
送
る
モ
ノ

消
費
に
限
ら
ず
、
新
宿
な
ら
で
は
の

体
験
が
で
き
る
コ
ト
消
費
も
含
め
て

検
討
。

　
　
　
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
し
、

介
護
職
員
の
確
保
が
一
層
困
難
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
人
手
不
足

の
時
代
に
対
応
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

モ
デ
ル
の
構
築
、
具
体
的
に
は
ICT
や

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
、
セ
ン
サ
ー
等
を
活

用
し
た
新
た
な
介
護
の
働
き
方
や
介

護
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
改
善
と
人
材
の

確
保
が
必
要
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
道

具
に
介
護
現
場
で
の
業
務
改
善
を
図

る
と
い
う
取
組
み
を
ど
う
捉
え
る
か
。

　
　
　
区
内
の
介
護
施
設
で
も
、
ロ

ボ
ッ
ト
技
術
を
用
い
て
浴
槽
に
出
入

り
す
る
際
の
動
作
を
支
援
す
る
機
器

等
を
活
用
し
て
い
る
例
が
あ
る
。
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
導
入
し
、
業
務
改
善

を
行
う
こ
と
で
、
介
護
職
員
に
ゆ
と

り
が
生
じ
、
利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
時
間
が
増
え
、
介
護

の
質
が
向
上
し
、
利
用
者
の
暮
ら
し

の
充
実
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
道
具
と
し
た
　
　

介
護
現
場
で
の
業
務
改
善
の
取
組
み

質
問

答
弁

答
弁

問問

質質

一一

般般

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
だ
け
で
な
く

子
ど
も
が
遊
べ
る
公
園
へ

　
　
　

子
ど
も
が
区
立
清
水
川
橋
公

園
で
遊
ぼ
う
と
し
た
が
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
が
優
先
さ
れ
利
用
で
き
な
い

こ
と
が
あ
っ
た
。
365
日
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
利
用
を
優
先
す
る
の
で
は
な
く
、

曜
日
や
時
間
を
定
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
周
知
が
必
要
で
は
。

　
　
　
清
水
川
橋
公
園
に
は
区
立
公
園

で
唯
一
の
専
用
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト

を
設
け
て
い
る
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
利

用
が
な
い
時
に
は
、
お
子
様
を
は
じ
め

一
般
利
用
が
で
き
る
。
現
地
に
分
か
り

や
す
く
表
示
を
す
る
と
と
も
に
、
区
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
な
ど
、
ご
理
解

を
い
た
だ
け
る
よ
う
周
知
に
努
め
る
。

質
問 ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
新
宿

答
弁

伊
藤　

陽
平

首
都
直
下
地
震
に
備
え
た
対
策
を

　
　
　
首
都
直
下
地
震
等
に
よ
る
東

京
の
被
害
想
定
が
10
年
ぶ
り
に
見
直

さ
れ
た
。
①
建
築
物
等
耐
震
化
支
援

事
業
を
具
体
的
に
ど
う
進
め
る
の

か
。
②
家
具
転
倒
防
止
は
必
要
。
今

後
の
計
画
は
。
③
大
規
模
集
合
住
宅

の
ト
イ
レ
問
題
の
解
決
は
。
④
生
活

環
境
の
変
化
等
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
く

る
関
連
死
の
対
策
は
。
⑤
新
宿
区
地

域
防
災
計
画
の
改
訂
の
見
込
み
は
。

　
　
　
①
倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
建

築
物
等
は
個
別
訪
問
に
よ
る
啓
発
を

重
点
的
に
実
施
。
②
重
要
性
を
説
明

し
、
器
具
の
設
置
促
進
を
図
る
。
③

簡
易
ト
イ
レ
の
準
備
な
ど
を
広
く
周

知
。
④
適
切
な
健
康
指
導
や
健
康
観

察
を
実
施
し
、
防
止
に
取
り
組
む
。

⑤
都
が
計
画
修
正
後
、
適
切
に
対
応
。

質
問 社

民
新
宿
区
議
会
議
員
団

答
弁

か
わ
の 

達
男

高
齢
者
い
こ
い
の
家
清
風
園

解
体
工
事
等
の
住
民
説
明
に
つ
い
て

　
　
　
①
敷
地
境
界
30
ｍ
範
囲
外
の

区
民
の
参
加
と
発
言
を
制
限
し
た
根

拠
は
。
②
工
事
の
説
明
に
対
す
る
区

の
所
見
と
区
民
へ
の
説
明
責
任
は
。

　
　
　
①
「
新
宿
区
に
お
け
る
建
築

物
の
工
事
に
係
る
騒
音
等
の
紛
争
の

予
防
に
関
す
る
要
綱
」
に
よ
る
範
囲

と
し
、
工
事
の
影
響
が
な
い
と
思
わ

れ
る
方
の
発
言
を
控
え
る
お
願
い
を

し
た
。
②
近
接
す
る
方
か
ら
要
望
が

あ
れ
ば
引
き
続
き
丁
寧
に
説
明
。
訴

訟
に
直
接
関
係
す
る
方
へ
の
情
報
提

供
は
、
裁
判
の
中
で
取
り
扱
う
べ
き
。

質
問 日

本
共
産
党
新
宿
区
議
会
議
員
団答

弁

川
村 

の
り
あ
き

こども診療室が「日曜・祝日等」の夜間も診療拡充へ

答
弁

新宿区議会
ホームページも
ご覧ください

　区議会のインターネット
中継（生中継・録画）、会
議録の検索のほか、議会予
定や議員名簿、請願・陳情、
意見書の全文などをご覧い
ただくことができます。

▲ インターネット中継（生中継・録画）

新宿区議会の
ホームページ ▶︎
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四
谷
小
学
校
に
つ
い
て

　
　
　
四
谷
小
学
校
の
児
童
数
は
令

和
4
年
は
594
人
で
、
令
和
7
年
は
737

人
、
令
和
10
年
は
804
人
に
な
る
と
予

測
さ
れ
る
。
ト
イ
レ
、手
洗
い
蛇
口
、

職
員
室
、
保
健
室
、
校
庭
、
体
育
館

等
、
児
童
数
に
見
合
っ
た
教
室
以
外

の
施
設
の
計
画
は
ど
う
進
め
る
か
。

　
　
　
令
和
7
年
度
か
ら
供
用
を
開

始
す
る
増
築
校
舎
に
、
普
通
教
室
8

教
室
の
ほ
か
、
職
員
室
や
給
食
配
膳

室
、
各
階
に
ト
イ
レ
を
整
備
予
定
。

既
存
校
舎
と
増
築
校
舎
を
一
体
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
で
、
教
育
環
境
の

維
持
・
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

質
問 自

由
民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

お
ぐ
ら 

利
彦

答
弁

空
き
家
対
策
に
関
す
る
情
報
収
集

　
　
　
都
内
23
区
中
19
区
が
会
員
に

な
っ
て
い
る
全
国
空
き
家
対
策
推
進

協
議
会
で
は
空
き
家
対
策
の
情
報
交

換
・
共
有
等
を
し
て
い
る
。
効
率
的

な
情
報
収
集
を
行
う
た
め
、
協
議
会

の
会
員
に
な
る
こ
と
も
含
め
、
空
き

家
対
策
の
情
報
収
集
の
区
の
考
え
は
。

　
　
　
空
き
家
等
適
正
管
理
審
査
会

を
設
置
し
実
態
を
共
有
。
都
の
空
き

家
対
策
連
絡
協
議
会
等
の
講
演
会
等

に
参
加
し
、
都
内
の
情
報
も
収
集
し

て
い
る
。
全
国
空
き
家
対
策
推
進
協

議
会
に
も
参
加
し
、
協
議
会
の
保
有

情
報
を
収
集
、
対
策
の
充
実
を
図
る
。

質
問 新

宿
未
来
の
会え

の
き 

秀
隆

答
弁

住
民
参
加
の
道
づ
く
り
・

　
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　
　
環
状
第
４
号
線
の
余
丁
町
・

河
田
町
区
間
が
５
月
26
日
に
交
通
開

放
。
都
の
第
三
建
設
事
務
所
は
若
松

河
田
駅
前
交
差
点
に
お
け
る
右
折
禁

止
や
未
拡
幅
の
職
安
通
り
へ
の
横
断

防
止
柵
の
設
置
な
ど
周
辺
住
民
の
日

常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
変
更
を
住

民
へ
の
周
知
な
く
実
施
し
よ
う
と
し

た
。
住
民
へ
の
情
報
共
有
と
住
民
参

加
を
保
障
す
る
よ
う
都
に
要
望
を
。

　
　
　
事
業
主
体
で
あ
る
都
の
責
任

で
行
う
こ
と
が
基
本
。
区
に
寄
せ
ら

れ
た
意
見
等
は
都
に
対
応
を
求
め
る
。

質
問 日

本
共
産
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

近
藤 

な
つ
子

答
弁

人
に
や
さ
し
い
地
域
の
道
づ
く
り

　
　
　
①
道
路
通
報
シ
ス
テ
ム
※
を

区
で
も
導
入
を
。
②
曙
橋
駅
か
ら
台
町

坂
を
上
る
道
路
は
バ
ス
が
な
く
、
坂
道

を
歩
か
ざ
る
を
え
な
い
。
体
力
が
少
な

い
方
々
か
ら
、
途
中
で
休
憩
で
き
る
ベ

ン
チ
等
の
設
置
の
強
い
要
望
が
あ
る
。

区
の
見
解
は
。
ま
た
、
都
道
に
お
い
て

は
都
へ
の
働
き
か
け
を
。

　
　
　
①
他
自
治
体
の
状
況
を
注
視

し
、
課
題
の
整
理
を
行
い
検
討
。
②

当
事
者
の
方
の
意
見
や
要
望
を
踏
ま

え
、
手
す
り
や
ベ
ン
チ
等
の
整
備
な

ど
歩
き
や
す
い
道
づ
く
り
を
推
進
。

今
後
、
都
に
も
機
会
を
捉
え
て
要
請
。

質
問 新

宿
区
議
会
公
明
党

三
沢 

ひ
で
子

答
弁

介
護
人
材
確
保
の
施
策
に
つ
い
て

　
　
　
介
護
職
員
の
負
担
軽
減
に
な

る
と
期
待
さ
れ
る
の
が
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
で
す
。
先
日
視
察
し
た
施
設
で
は

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
が
活
躍
し
て
お
り
、

都
の
「
次
世
代
介
護
機
器
導
入
促
進

支
援
事
業
」
等
を
利
用
し
て
導
入
し

た
と
の
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
補
助
金

活
用
を
事
業
者
に
積
極
的
に
周
知
す

べ
き
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

　
　
　
都
の
支
援
事
業
等
の
制
度

は
、
区
内
事
業
者
へ
周
知
し
ま
す
。

ま
た
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
を
テ
ー

マ
と
し
た
研
修
を
事
業
所
職
員
向
け

に
実
施
し
、
情
報
共
有
を
図
り
ま
す
。

質
問 立

憲
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

田
中 

ゆ
き
え

答
弁

地
域
住
民
等
を
対
象
と
し
た
「
心
の

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業
」
の
実
施
を

　
　
　
長
期
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
精
神
疾
患

や
心
の
不
調
に
悩
む
人
が
増
え
て
い

る
。
国
は
令
和
３
年
度
か
ら
「
心
の

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業
」
を
試
行
開

始
。
区
も
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題
を

抱
え
る
家
族
や
そ
の
同
僚
を
支
援
す

る
心
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
べ
き
。

　
　
　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
配
布
。
精
神
保

健
福
祉
講
演
会
や
保
健
セ
ン
タ
ー
の

精
神
保
健
相
談
で
普
及
啓
発
を
実
施
。

今
後
も
国
の
動
向
を
注
視
し
研
究
。

質
問 新

宿
区
議
会
公
明
党

中
村 

し
ん
い
ち

答
弁

再
エ
ネ
電
力
で
消
灯
の
解
消
を

　
　
　
区
は
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方

針
に
よ
り
、
照
明
器
具
の
間
引
き
や

窓
口
を
除
く
昼
休
み
の
一
斉
消
灯
を

実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
組
み

は
、
環
境
配
慮
さ
れ
た
電
力
の
調
達

に
よ
り
、
将
来
的
に
解
消
可
能
。
一

連
の
環
境
配
慮
の
努
力
が
我
慢
や
不

便
を
強
い
る
の
み
で
は
な
く
、
職
務

に
与
え
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
側
面
と
し

て
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

　
　
　
職
員
の
省
エ
ネ
に
対
す
る
意

識
を
高
め
、
各
課
の
事
業
に
お
け
る

環
境
に
配
慮
し
た
取
組
み
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問 自

由
民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

渡
辺 

み
ち
た
か

答
弁

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
①
意
欲
の
あ
る
方
が
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
へ
参
加
す
る

き
っ
か
け
と
な
る
工
夫
が
必
要
。
短

時
間
の
導
入
的
動
画
に
つ
い
て
検
討

し
て
み
て
は
。
②
高
齢
者
や
介
護
者

が
気
楽
に
立
ち
寄
れ
る
「
地
域
安
心

カ
フ
ェ
」
で
、
軽
度
の
認
知
症
が
疑

わ
れ
る
方
が
い
た
場
合
の
対
応
は
。

　
　
　
①
参
加
申
込
み
へ
つ
な
が
る

よ
う
な
導
入
的
動
画
の
制
作
・
活
用

を
検
討
。
②
地
域
安
心
カ
フ
ェ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
医
療
機
関
の
受
診

や
関
係
機
関
へ
の
相
談
を
勧
め
る
声

掛
け
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

質
問 自

由
民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

下
村
　
治
生

答
弁

熱
中
症
対
策
と
マ
ス
ク
着
用

　
　
　
①
熱
中
症
予
防
に
は
水
分
補

給
が
重
要
。
区
の
認
識
は
。
②
熱
中

症
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
、
子
ど
も

の
マ
ス
ク
着
用
の
区
の
見
解
は
。

　
　
　
①
熱
中
症
予
防
に
は
、
適
切

な
水
分
補
給
が
大
切
。
広
報
新
宿
に

普
及
啓
発
の
記
事
掲
載
等
で
周
知
。

高
齢
者
へ
は
、
水
分
摂
取
を
習
慣
づ

け
る
取
組
み
も
含
め
、
普
及
啓
発
に

努
め
る
。
②
一
律
の
対
応
を
行
う
の

で
は
な
く
、
熱
中
症
等
の
健
康
上
の

留
意
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
子
ど
も
た

ち
や
家
庭
の
状
況
に
よ
る
各
々
の
判

断
を
尊
重
し
、
柔
軟
に
対
応
す
る
。

質
問 立

憲
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

久
保 

こ
う
す
け

答
弁

次
世
代
介
護
機
器
の
推
進

　
　
　
介
護
現
場
で
は
こ
れ
ま
で
も

介
護
記
録
の
デ
ジ
タ
ル
化
等
の
IT
を

活
用
し
て
い
る
。
今
後
は
、セ
ン
サ
ー

に
よ
る
見
守
り
や
排
せ
つ
予
測
シ
ス

テ
ム
等
次
世
代
介
護
機
器
を
活
用
し
、

介
護
分
野
の
生
産
性
を
高
め
介
護
人

材
不
足
を
補
う
役
割
を
担
う
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
次
世
代
介
護
機
器
の

推
進
に
つ
い
て
、
区
の
所
見
は
。

　
　
　
次
世
代
介
護
機
器
の
導
入
は
、

職
員
に
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
、
利
用
者

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
増
加
。

結
果
、
介
護
の
質
が
向
上
し
、
利
用

者
の
暮
ら
し
が
充
実
す
る
と
考
え
る
。

質
問 新

宿
未
来
の
会鈴

木 

ひ
ろ
み

答
弁

区
有
施
設
の
　
整
備
に
つ
い
て

　
　
　
令
和
4
年
度
に
地
域
セ
ン

タ
ー
等
の
Wi-Fi
環
境
が
整
備
予
定
だ
が
、

そ
れ
以
外
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
新
宿

歴
史
博
物
館
等
の
区
有
施
設
で
も
、

Wi-Fi
環
境
の
整
備
を
望
む
声
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
区
有
施
設
へ
の
Wi-Fi
環
境
の

整
備
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
Wi-Fi
環
境
の
整
備
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、

令
和
3
年
度
に
「
公
衆
無
線
LAN
の
整

備
に
関
す
る
考
え
方
」
を
策
定
。
各

施
設
に
お
け
る
導
入
の
必
要
性
や
設

置
・
運
用
に
係
る
費
用
、
導
入
効
果

等
を
踏
ま
え
、
検
討
し
て
い
く
。

質
問 自

由
民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

大
門 

さ
ち
え

答
弁

Wi-Fi

※　【道路通報システム】道路の損傷や不具合を通報できるシステム

AED

女
性
へ
の
　
使
用
時
の
配
慮
改
善
を

　
　
　
女
性
に
AED
を
使
用
す
る
と
き
、

①
衣
服
を
全
て
脱
が
す
必
要
は
な
く
、

下
着
を
ず
ら
し
て
電
極
パ
ッ
ト
を
素

肌
に
貼
る
事
で
対
応
で
き
る
。
こ
の

方
法
を
区
の
施
設
管
理
者
に
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
等
で
周
知
し
、
区
民
に
も
HP

等
で
周
知
す
べ
き
。
②
衣
服
を
脱
が

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
を
想
定
し
、

AED
と
一
緒
に
三
角
巾
を
設
置
し
て
は
。

　
　
　
①
女
性
に
配
慮
し
た
使
用
方

法
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
各

施
設
管
理
者
に
周
知
す
る
。
区
HP
等

で
も
区
民
等
へ
広
報
す
る
。
②
他
自

治
体
の
設
置
状
況
を
調
査
・
検
討
。

質
問 新

宿
区
議
会
公
明
党

時
光 

じ
ゅ
ん
子

答
弁
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政務活動費とは 政務活動費は、次の使途に用いることはできません。
　地方自治法に基づき「新宿区政務活動費の交付に
関する条例」を制定し、議員（会派）の調査研究そ
の他の活動に必要な経費の一部として、区が会派に
交付しています。

１　政党活動、後援会活動、選挙運動、あるいは個人の利益のために要する経費としての支出。
２　日当（1日あたりの決まった手当て）としての支出。
３　寄付金、賛助会費等、公職選挙法に抵触するものへの支出。
４　交際費に要する経費への支出。（結婚式の祝い金、香料、見舞金等）

会派名 会派
人数 収　入

支　　出
支出合計

調査研究費 研修費 広報費 広聴費 要請・ 
陳情活動費 会議費 資料費 人件費 事務費

自 由 民 主 党 新 宿
区 議 会 議 員 団

10
※1 18,450,000 846,712 3,000 7,898,647 473,191 0 0 941,866 4,290,000 2,702,591 17,156,007

新宿区議会公明党 9 16,200,000 0 0 5,476,027 0 0 0 1,076,732 0 2,807,906 9,360,665

日 本 共 産 党 新 宿
区 議 会 議 員 団

7
※2 12,450,000 99,000 56,560 6,266,444 1,703,181 0 0 537,011 616,448 2,964,491 12,243,135

立 憲 民 主 党・
無 所 属 ク ラ ブ

4
※3 7,650,000 119,610 12,150 5,711,578 0 1,960 0 158,915 1,250,200 331,293 7,585,706

新 宿 未 来 の 会 3 5,400,000 16,634 0 4,810,355 0 0 0 0 0 621,990 5,448,979

社 民 党 新 宿 区
議 会 議 員 団 1 1,800,000 30,000 0 729,899 120,000 0 0 53,814 0 746,791 1,680,504

ス タ ー ト
ア ッ プ 新 宿 1 1,800,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ち い さ き 声 を
す く い あ げ る 会 1 1,800,000 449,440 116,050 153,240 54,880 0 0 188,258 0 79,816 1,041,684

新宿区民を守る会
※4 1 150,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合 　　計 65,700,000 1,561,396 187,760 31,046,190 2,351,252 1,960 0 2,956,596 6,156,648 10,254,878 54,516,680

○収入 ･･･ 区が会派に対して交付した金額です。月額 15万円に会派の人数を乗じた金額になります。
○年度末に生じた残額（収入－支出合計）は、区へ返還されます。なお、支出合計が収入を上回った場合でも、政務活動費は追加交付されません。

※ 1「自由民主党新宿区議会議員団」の会派人数は、令和 3年 4月～ 6月は 11人、7月以降は 10人です。
※ 2「日本共産党新宿区議会議員団」の会派人数は、令和 3年 4月は 6人、5月以降は 7人です。
※ 3「立憲民主党・無所属クラブ」の会派人数は、令和 3年 4月～ 6月は 5人、7月以降は 4人です。
※ 4「新宿区民を守る会」は、令和 3年 4月 22日付で会派消滅しました。

〔令和３年４月～令和４年３月分〕 単位（円）

令和３年度 政務活動費の各会派収支状況政務活動費の各会派収支状況

視察日 議会名 視察内容

5月 19日 沖縄県浦添市議会 新宿中央公園について

　新宿区議会では、他自治体議会（委員会・会派・議員）の視察を受け入れています。

［令和４年１月～６月］

行政視察の受け入れ状況

○政務活動費支出項目の説明

調査研究費
会派が行う新宿区の事務及び地方行財政に関する調査研究及び調査委託に要する経費
　【調査委託費、調査報告書等作成費、交通費、宿泊費等】

研修費
会派が行う研修会、講演会等に要する経費及び他の団体が開催する研修会、講演会等への参加に要する経費
　【会場費、機材借り上げ費、講師謝金、出席者負担金・会費、交通費、宿泊費等】

広報費
会派が行う活動及び区政に関する政策等の広報活動に要する経費
　【広報紙・報告書等印刷費、送料、交通費等】

広聴費
会派が行う区民からの区政及び会派の活動に対する要望及び意見の聴取並びに区民相談等の活動に要する経費
　【資料印刷費、会議費、茶菓子代、文書通信費、交通費等】

要請・
陳情活動費

会派が行う要請及び陳情に係る活動に要する経費
　【資料印刷費、文書通信費、交通費等】

会議費
会派が行う各種会議に要する経費及び他の団体が開催する意見交換会等各種会議への会派としての参加に要する経費
　【会場費、会場設営費、講師謝金、資料印刷費、出席者負担金・会費、交通費、宿泊費等】

資料費
会派が行う活動に必要な資料の作成及び図書、資料等の購入に要する経費
　【印刷・製本費、原稿料、書籍購入費、新聞雑誌購読料等】

人件費
会派が行う活動を補助する職員の雇用に要する経費
　【給料、手当、社会保険料、賃金等】

事務費
会派が行う活動に係る事務遂行に要する経費
　【事務用品・備品購入費、リース料、通信費、事務所費等】



　新宿区議会では『わたしたちの新宿区議会』『あなたのまちの区議会議員』のパンフレッ
トを発行しています。「区議会のしくみ」や「区議員一覧」等を掲載しておりますので、ぜ
ひご覧ください。
　議会事務局・各特別出張所・区政情報センター（本庁舎 1階）で配布しています。

　新宿区議会では、本会議及び予算・決算特
別委員会の模様を生中継でインターネット配
信をしています。また、会議終了後おおむね
７日後に録画中継をインターネットで配信し
ています。
　さらに１０日後には各特別出張所で本会議
及び予算・決算特別委員会の一部を録画放映
しています。

区議会に関するパンフレットを配布しています

議員の辞職 会派名の変更

令和4年  第3回定例会のお知らせ令和4年  第3回定例会のお知らせ
★★ 9月20日から10月17日までの予定です。主な日程は、次のとおりです。9月20日から10月17日までの予定です。主な日程は、次のとおりです。
本 会 議 午前10時から（代表質問等）午前10時から（代表質問等）  9月20日（火）  9月20日（火）

午前10時から（代表質問・一般質問、議案の提案説明等）午前10時から（代表質問・一般質問、議案の提案説明等）  9月21日（水）  9月21日（水）
午後  2時から（議案の採決、意見書・決議の採決等）午後  2時から（議案の採決、意見書・決議の採決等）10月17日（月）10月17日（月）

常任委員会 10月  7日（金）・11日（火）10月  7日（金）・11日（火）午前10時から午前10時から
特別委員会 10月12日（水）10月12日（水）午前10時から（防災等安全対策、自治・議会・行財政改革等）午前10時から（防災等安全対策、自治・議会・行財政改革等）

決算特別委員会   9月22日（木）～10月5日（水）  9月22日（木）～10月5日（水）午前10時から（令和３年度 各会計決算審査）午前10時から（令和３年度 各会計決算審査）

10月13日（木）10月13日（木）午前10時から（文化観光産業）午前10時から（文化観光産業）

★★ 新宿区議会では、節電の徹底のためクールビズを実施しています。
皆様のご理解とご協力をお願いいたします。
新宿区議会では、節電の徹底のためクールビズを実施しています。
皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

★★ 本会議場の傍聴席（5 階）に、ヒアリングループシステムを設置し
ています。また、ヒアリングループシステム用受信機を貸し出し
ています。ご希望の方は、議会事務局にお申し出ください。

本会議場の傍聴席（5 階）に、ヒアリングループシステムを設置し
ています。また、ヒアリングループシステム用受信機を貸し出し
ています。ご希望の方は、議会事務局にお申し出ください。

★★ 手話通訳者または要約筆記者を配置できます。
事前に議会事務局（ＴＥＬ：０３－５２７３－３５３４、
FAX：０３－３２０９－９９９５）までご連絡ください。

手話通訳者または要約筆記者を配置できます。
事前に議会事務局（ＴＥＬ：０３－５２７３－３５３４、
FAX：０３－３２０９－９９９５）までご連絡ください。

　「新宿区議会だより」は、新聞折り込みでお届けしているほか、主な区の施設、区内の駅・スーパーなどでも
配布しています。希望する方には、「広報新宿」（月３回発行）とともにご自宅のポストに委託業者がお届けします。
また、点字版・音声版（カセットテープ版・ＣＤ版・ＤＡＩＳＹ版）も作成しています。
　ご希望の方は議会事務局までご連絡ください。
　※新宿区議会ホームページにも PDF 版及び音声版（MP3版）を掲載しています。

「新宿区議会だより」をご自宅にお届けします

▲「新宿区議会だより」
PDF版及び

音声版（MP3版）のページ 

区議会インターネット中継のページ▲

区議会の中継を行っています ◆本会議の中継画面に質問項目を表示しました◆
　よりわかりやすく本会議の内容をお伝えするため、令和４年
第２回定例会から、「代表質問」、「一般質問」のインターネッ
ト中継画面に質問項目の表示を開始しました。
代表質問

について

代表質問

議員
党

について

議員
党 質問項目が表示されます

7 令和4年（2022年）7月24日 No.３０３

●�よだかれん議員（ちいさき声をすくいあげる会）は、令和 4 年 5 月 20 日付けで辞職し、
同日付で会派が消滅しました。

●�「社民党新宿区議団議員団」は、令和 4 年 5 月 10 日
付けで「社民新宿区議会議員団」に変更しました。

〔令和３年４月～令和４年３月分〕

令和３年度 議長交際費支出状況議長交際費支出状況

会　費 見舞い 弔　慰 接　遇 合　　　計

件数 金　　額 件数 金　　額 件数 金　　額 件数 金　　額 件数 金　　額

町会・自治会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

地域団体 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

商 店 会 1 10,000 0 0 1 5,000 0 0 2 15,000

各種関係団体 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他 0 0 0 0 1 10,000 0 0 1 10,000

合　　計 1 10,000 0 0 2 15,000 0 0 3 25,000

支出項目

支出先

単位（円）

○議長交際費とは
　円滑な議会運営を図るため、議長が議会を代表して各種行事や接遇・儀礼など対外的な活動をするために支出する経費です。
○毎月の執行額について
　月ごとの集計額を翌月に区議会ホームページで公表しています。
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●
今
定
例
会
で
は
、
議
案
12
件

と
陳
情
５
件
を
審
査
し
、
９
件

の
報
告
を
受
け
、
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。

●
議
案
審
査
で
は
、
法
改
正
に

伴
う
「
新
宿
区
特
別
区
税
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

や
、
物
価
高
騰
等
へ
の
緊
急
対

応
と
し
て
、
保
育
所
や
区
立
学

校
等
へ
の
食
材
料
費
支
援
、
子

育
て
世
帯
の
生
活
支
援
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

接
種
の
増
額
経
費
等
に
伴
う

「
令
和
４
年
度
新
宿
区
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）」
な

ど
補
正
予
算
３
件
を
含
む
議
案

12
件
を
審
査
し
、
全
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。

●
陳
情
審
査
で
は
、
１
件
を
継

続
審
査
と
し
、
３
件
は
各
会
派

の
意
見
が
一
致
せ
ず
審
査
未
了

と
し
、
１
件
は
不
採
択
と
し
ま

し
た
。

●
報
告
案
件
で
は
、「
区
長
と

話
そ
う
～
し
ん
じ
ゅ
く
ト
ー

ク
」な
ど
９
件
の
報
告
を
受
け
、

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

し
た
。

●
歌
舞
伎
町
に
集
ま
る
若
者
・

女
性
の
犯
罪
被
害
等
の
防
止
に

向
け
た
新
た
な
支
援
策
に
関
す

る
質
疑
で
は
、
特
定
非
営
利
活

動
法
人
の
活
動
状
況
や
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
活
動
の
内
容
、
助
成
額

の
根
拠
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
危
機
管
理
担
当
部

と
女
性
相
談
や
青
少
年
育
成
を

担
う
部
署
と
の
連
携
や
性
搾
取

の
実
態
把
握
、
今
後
の
事
業
展

開
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
、
長

期
的
な
視
野
で
の
支
援
を
求
め

ま
し
た
。

●
報
告
案
件
で
は
、「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
会

議
実
施
状
況
に
つ
い
て
」
報
告
を

受
け
、
質
疑
が
行
わ
れ
、
マ
ス
ク

の
着
用
に
つ
い
て
の
議
論
の
有
無

な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
今
後
も
区
民
の
皆
様
の
安

全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、

議
論
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
新
宿
区

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

総
務
区
民
委
員
会

●
今
定
例
会
で
は
、
議
案
４
件

と
陳
情
１
件
を
審
査
し
、
３
件

の
報
告
を
受
け
、
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。

●
議
案
審
査
で
は
、
物
価
高
騰

等
へ
の
緊
急
対
応
と
し
て
子
育

て
世
帯
の
生
活
支
援
の
た
め
の

特
別
給
付
金
や
、
食
材
料
費
高

騰
に
伴
う
学
校
給
食
の
支
援
等

を
含
む
補
正
予
算
な
ど
４
件
の

議
案
を
審
査
し
、
全
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。

●
陳
情
審
査
で
は
、「
新
宿
区
立

四
谷
小
学
校
の
普
通
教
室
以
外
の

施
設
の
補
充
と
拡
大
に
関
す
る
陳

情
」
を
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

委
員
会
と
し
て
、
教
育
委
員
会
に

対
し
、
地
域
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
ら
に
図
る
よ
う

お
願
い
し
ま
し
た
。

●
報
告
案
件
で
は
、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に

つ
い
て
（
教
育
委
員
会
）」「
令

和
３
年
度
新
宿
区
学
力
定
着
度

調
査
結
果
分
析
概
要
と
改
善

策
」「
四
谷
小
学
校
の
増
築
等

に
つ
い
て
」
報
告
を
受
け
、
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。

子
育
て
世
帯
へ
支
給
す
る
特
別
給
付
金
を
含
む

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
を
可
決

文
教
子
ど
も
家
庭
委
員
会

●
今
定
例
会
で
は
、「
令
和
４

年
度
新
宿
区
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）」
の
議
案
を
審

査
し
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま

歌
舞
伎
町
安
全
・
安
心
対
策
事
業
助
成
な
ど
を

含
む
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

防
災
等
安
全
対
策
特
別
委
員
会

●
今
定
例
会
で
は
、
議
案
２
件

を
審
査
し
、
１
件
の
報
告
を
受

け
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

●
議
案
審
査
で
は
、
夏
目
漱
石

記
念
施
設
整
備
基
金
の
積
立

や
、
区
内
中
小
企
業
を
支
援
す

る
商
工
業
緊
急
資
金
（
特
例
）

の
拡
充
、
令
和
４
年
度
地
域
商

業
活
性
化
推
進
事
業
の
拡
充
に

関
す
る
補
正
予
算
に
つ
い
て
審

査
を
行
い
、
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

●
報
告
案
件
で
は
、「
一
般
社

団
法
人
新
宿
観
光
振
興
協
会
令

和
３
年
度
事
業
報
告
及
び
令
和

４
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
」

報
告
を
受
け
、
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。

商
工
業
緊
急
資
金
（
特
例
）
の
拡
充
や
地
域
商
業
活

性
化
推
進
事
業
の
拡
充
に
関
す
る
補
正
予
算
を
可
決

文
化
観
光
産
業
特
別
委
員
会

●
今
定
例
会
で
は
、
議
案
２
件

及
び
陳
情
７
件
を
審
査
し
ま
し

た
。
ま
た
、
９
件
の
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

●
議
案
審
査
で
は
、「
新
宿
区

地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る

建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
な

ど
２
件
の
議
案
に
つ
い
て
審
査

し
、
全
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

●
報
告
案
件
で
は
、「『
新
宿
区

第
三
次
環
境
基
本
計
画
』(

改

定
版)

策
定
に
向
け
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
に
つ
い

て
」「『
新
宿
区
景
観
ま
ち
づ
く

り
計
画
・
新
宿
区
景
観
形
成

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』（
改
定
素
案
）

の
作
成
及
び
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ

メ
ン
ト
の
実
施
に
つ
い
て
」
な

ど
９
件
の
報
告
を
受
け
、
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。

●
陳
情
審
査
で
は
、
新
た
に
、

羽
田
空
港
の
新
飛
行
経
路
の
運

用
に
関
す
る
陳
情
２
件
が
継
続

審
査
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ

か
、
１
件
が
不
採
択
、
１
件
が

各
会
派
の
意
見
が
一
致
せ
ず
、

審
査
未
了
と
な
り
ま
し
た
。

「
新
宿
区
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
な
ど
の
議
案
を
可
決

環
境
建
設
委
員
会

　
令
和
４
年
第
２
回
定
例
会
の
記
事
を
中
心
に
ま

と
め
た
議
会
だ
よ
り
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
本
紙
に
つ
い
て
の
ご
意
見
、
ご
要
望
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
議
会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
委
員

桑
　
原
　
よ
う
へ
い

豊
　
島
　
あ
つ
し

永
　
原
　
た
か
や
す

木
も
と
　
ひ
ろ
ゆ
き

川
　
村
　
の
り
あ
き

田
　
中
　
ゆ
き
え

え
の
き
　
秀
　
隆

●
今
定
例
会
で
は
、
陳
情
３
件

を
審
査
し
、
２
件
の
報
告
を
受

け
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

●
陳
情
審
査
で
は
、「
議
会
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
と
録
画
配

信
の
拡
大
を
求
め
る
陳
情
」
な

ど
３
件
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、

各
会
派
の
意
見
が
一
致
せ
ず
、

全
て
審
査
未
了
と
な
り
ま
し
た
。

●
報
告
案
件
で
は
、「
令
和
３

年
度
都
区
財
政
調
整
　
再
調
整

に
つ
い
て
」「
議
会
運
営
委
員

会
へ
の
報
告
結
果
に
つ
い
て
」

報
告
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。

●
都
区
財
政
調
整
に
つ
い
て
は
、

「
特
別
交
付
金
の
中
で
、『
基
準
財

政
需
要
額
で
補
足
さ
れ
な
か
っ

た
財
政
需
要
』
が
新
宿
だ
け
で

も
４
億
円
余
あ
る
。
普
通
交
付

金
と
特
別
交
付
金
の
比
率
を
現

行
の
95
対
５
か
ら
98
対
２
に
戻

す
べ
き
」
な
ど
の
意
見
が
出
ま

し
た
。
ま
た
、
新
宿
区
は
都
に

対
し
て
特
別
交
付
金
を
33
億
円

分
要
望
し
ま
し
た
が
、
結
果
は

約
42
％
分
の
14
億
円
余
の
配
分

だ
っ
た
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

自
治
・
議
会
・
行
財
政
改
革
等
特
別
委
員
会

「
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
と
録
画
配
信
の

拡
大
を
求
め
る
陳
情
」
な
ど
３
件
の
陳
情
を
審
査

No.３０３

の
審
議
結
果

不
採
択　
　
　

２
件

□�

内
閣
官
房
長
官
に
対
し
対
外
的
情
報
省
の
設
立
の
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
陳
情
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　［
総
務
区
民
委
員
会
］

□�

建
築
確
認
済
証
番
号
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
違
反
建
築
物
に
関
す
る

陳
情
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　［
環
境
建
設
委
員
会
］

継
続
審
査　
　

3
件
（
新
た
に
提
出
さ
れ
た
も
の
）

□�

新
管
制
方
式
で
の
運
用
実
績
に
基
づ
き
国
に
対
し
羽
田
新
ル
ー
ト
は

早
急
に
運
用
停
止
を
求
め
る
陳
情
　
　
　
　
　［
環
境
建
設
委
員
会
］

□�

住
宅
街
へ
の
落
下
物
の
根
本
的
解
決
の
た
め
に
羽
田
新
ル
ー
ト
を
撤

廃
し
て
海
上
ル
ー
ト
に
戻
す
よ
う
に
国
に
対
し
て
意
見
書
を
あ
げ
る

こ
と
を
求
め
る
陳
情
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　［
環
境
建
設
委
員
会
］

□�

新
宿
区
立
四
谷
小
学
校
の
普
通
教
室
以
外
の
施
設
の
補
充
と
拡
大
に
関
す

る
陳
情
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　［
文
教
子
ど
も
家
庭
委
員
会
］

審
議
未
了　
　

8
件

□�

総
合
法
律
支
援
法
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情

［
総
務
区
民
委
員
会
］

□�

政
党
助
成
法
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情

［
総
務
区
民
委
員
会
］

□�

国
民
の
祝
日
「
海
の
日
」
を
７
月
20
日
に
固
定
化
す
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
陳
情
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　［
総
務
区
民
委
員
会
］

□�

新
宿
区
一
般
会
計
か
ら
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の
法
定
外
繰
入

金
を
解
消
す
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
中
止
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
支
払

い
が
出
来
る
国
民
健
康
保
険
料
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

［
福
祉
健
康
委
員
会
］

□�

区
内
駐
輪
場
の
改
善
を
求
め
る
陳
情
　
　
　
　［
環
境
建
設
委
員
会
］

□�

議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
と
録
画
配
信
の
拡
大
を
求
め
る
陳
情

［
自
治
・
議
会
・
行
財
政
改
革
等
特
別
委
員
会
］

□�

国
会
法
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情

［
自
治
・
議
会
・
行
財
政
改
革
等
特
別
委
員
会
］

□�

地
方
自
治
法
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情

［
自
治
・
議
会
・
行
財
政
改
革
等
特
別
委
員
会
］

　
請
願
・
陳
情
の
内
容
は
、
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（［   

］
は
審
査
を
行
っ
た
委
員
会
名
）

● 本紙に関する問い合わせ　議会事務局調査管理係　電話：０３－５２７３－３５３４　FAX：０３－３２０９－９９９５

平
日
・
土
曜
日
夜
間
こ
ど
も
診
療
室
の
日
曜
・

祝
日
等
の
拡
充
を
含
む
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
を
可
決

福
祉
健
康
委
員
会

●
今
定
例
会
で
は
、
議
案
４
件

と
陳
情
３
件
を
審
査
し
、
９
件

の
報
告
を
受
け
、
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。

●
議
案
審
査
で
は
、「
新
宿
区

墓
地
等
の
構
造
設
備
及
び
管
理

の
基
準
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」、
平
日
・

土
曜
日
夜
間
こ
ど
も
診
療
室
の

日
曜
・
祝
日
等
の
拡
充
や
在
宅

人
工
呼
吸
器
使
用
者
へ
の
災
害

時
等
電
力
供
給
の
た
め
の
非
常

用
蓄
電
池
等
購
入
費
助
成
な
ど

に
関
す
る
補
正
予
算
の
審
査
を

行
い
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま

し
た
。

●
陳
情
審
査
で
は
、
３
件
を
審

査
し
、
１
件
は
各
会
派
の
意
見

が
一
致
せ
ず
審
査
未
了
と
し
、

２
件
を
継
続
審
査
と
し
ま
し

た
。

●
報
告
案
件
で
は
、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

応
に
つ
い
て
」
な
ど
９
件
の
報

告
を
受
け
、
質
疑
を
行
い
ま
し

た
。


